
第 6 章　中世社会の展開　2. 室町幕府の支配と守護（1）室町王権の誕生
■奉公衆について
　奉

ほうこうしゅう

公衆というのは、室町将軍の直属の家臣たちで、3代将軍足
あしかが

利義
よし

満
みつ

の時代に原形ができ、 6 代将軍足
あしかが

利義
よしのり

教の代に確立したと言われて
いる。足利一門や有力国人によって構成され、300人あまりが 5 番に
分かれて編成されていた。
　彼らは将軍直属の軍事力として、その地位は守

し ゅ ご

護から独立し、幕府
の直轄領である御

ご

料
りょうしょ

所を預け置かれていたほか、彼らの所領の多くは
守護の不入地であった。奉公衆は諸国の守護の強大化を牽

けんせい

制する役割
があったと考えられている。
■因幡国の奉公衆
　写真の資料は、1462（寛

かん

正
しょう

3）年に政
まさいえ

家
と い う 人 物 が、 配 下 の 者 に「 さ さ か
半
はんみよう

名」という所領を与えた文書である。
政家は因幡国の奉公衆の吉

よし

見
み

政
まさいえ

家であ
ると考えられている。
　因幡国内に所領を持つ奉公衆には、
吉見氏のほか、丹

たじ

比
ひ

氏や私
きさいち

部毛利氏な
ど計10人の名が確認できる。
　彼らは互いに結びつき、独自の勢力
を形成して、守護に対抗した。因幡国
の戦国時代は、彼ら奉公衆と守護山名
氏の対立・抗争で幕を開けていく。

　　　　　　　　　　　　　　（担当：岡村吉彦）
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・ 鳥取県  『新鳥取県史資料編　古代中世１　古文書編』上　145頁（2015年）
・福田豊彦『室町幕府と国人一揆』（吉川弘文館　1994年）
・岡村吉彦「戦国期因幡国における守護支配の展開と構造」（『鳥取地域史研究』第 5号　

2003年）

因幡国内に所領を持つ奉公衆

伯耆国内に所領を持つ奉公衆

斎藤兵庫 気多郡

丹比次郎 八東郡

毛利修理亮 八東郡

進士隠岐守 国内

朝日孫左衛門 国内

一色千福 八東郡

三上近江入道 巨濃郡

安東平左衛門 国内

飯尾孫左右門 巨濃郡

吉見弥二郎 巨濃郡

長伊豆守 久米郡
＊「康正二年造内裏段銭并国役引付」より
作成。（康正2年は1456年）
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